
予算事業別事務事業評価シート【対象年度：Ｈ29年度～Ｈ30年度】

根拠法令等
一般財団法人つくば市国際交流協会補助
金交付要綱

事
業
の
目
的

多様な国際交流や国際的な相互理解に基づく多
文化共生を推進する事業を行う一般財団法人つ
くば市国際交流協会（以下「市国際交流協会」と
いう。）を支援することにより、国際意識の啓発と
多文化共生社会の形成に資することを目的とす
る。

事
業
の
概
要

≪協会単独事業≫
・外国人住民が日本語を話したり、日本文化に触
れることができるイベントの開催
・医療通訳ボランティアのスキルアップ研修の実
施
≪市その他関係団体との連携事業≫
・国籍を越えた市民交流を推進するためのイベン
ト等の開催

-

評
価

効率性

総合評価

中：適切な成果が得られている

中：適切な費用対効果が得られている

Ｂ：成果・費用対効果の向上に努めつつ継続実施

評
価

-ISO
14001

H29
環境
関連
性

H30
環境
関連
性

-

- -

-

有効性

-

事業の
進捗状況

達成
改善目標の
進捗状況

達成
事業の

進捗状況
-

改善目標の
進捗状況

-

課
題

－

H28年度決算

効率性 -

総合評価 -

事業実施
コスト

その他の指標

40,948千円 41,179千円

0千円 0千円

内
訳

0千円 0千円

0.80人

-

有効性

Ｈ31年度
の方向性

- 理由

事業コスト
（Ａ＋Ｂ）

39,882千円

6,047千円 6,115千円

時間外
勤務

Ｈ
31
年
度
当
初
積
算
根
拠

-

人件費（Ｂ） 6,444千円

上
半
期
成
果

-

220.00時間 143.00時間 170.00時間

上
半
期
活
動
実
績

-
一般財源 33,438千円 34,901千円

内
訳

正
職
員

従事
割合

国庫支出金

その他特財

地方債 0千円 0千円 0千円 0千円

0千円

臨時職員等 無 無 無

0.80人 0.80人

0千円

34,901千円 0千円

0千円 0千円

県支出金 0千円

35,064千円

H29年度決算 H30年度当初

35,064千円

市及び市国際交流協会が実施している多文化共生
に関する事業数（市内国際交流活動のみ）

目標値
Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ32年度

16事業 16事業 17事業 17事業 17事業 17事業15事業

0千円

0千円 0千円

市国際交流協会ほか関係団体との連携事業
・国際交流フェアの開催
・つくばワールドフットサル2018の開催
・外国人のための相談室事業
・医療通訳ボランティア育成・派遣
・市国際交流協会会報（協会の事業内容について、市民
向けに年度内2～3回不定期発行）を４、10月頃区会回
覧し、また市職員あてにもPRする。

・一般市民向けとして市国際交流協会会報（Link!）を、イ
ントラを活用し市職員にPRを行い、当室としては安定的
な運用を促進する立場から賛助会員加入率向上につな
げる。
・市国際交流協会賛助会員数、額について、ホームペー
ジや広報紙等でのＰＲをしたが会員数、額が減少したの
で、H28水準に増やすよう、協会を支援する。
・フットサルの外国人の参加割合の目標を30％とする。

事
業
計
画

Ｈ29年度 Ｈ30年度

実績 15事業 17事業 26事業 17事業

0千円

指標の概要

事業の実施数

戦略プラン
Ⅰ 4 3 国際化の推進

- - -

総合戦略

Ⅲ 1 6 国際化の推進

- - - -

-

改
善
目
標

H31年度当初

事業費（Ａ） 33,438千円

市民部 国際交流室 - 01 03 01 10 19

- -

目 事業部等名 課等名 係等名 会計 款 項

事務事業名 01 多文化共生推進事業
指標名 指標種別 成果指標

事業実施コスト H28年度決算 H29年度決算 H30年度当初 H31年度当初

総事業費 45,320千円 48,387千円 48,587千円 0千円

18,503千円
予算事業名

総人件費 23,358千円 22,021千円

国際化の推進に要する経費 総事業コスト 68,678千円 70,408千円 67,090千円

要
す
る
経
費
全
体

個別計画 つくば市グローバル化基本指針

- - -

市長公約 -

事業分類 Ｅ　補助金・負担金事業
執行体制 補助金（直接）

- -

事
業
計
画

（一財）つくば市国際交流協会ほか関係団体との連携事
業
　・国際交流フェアの開催
　・つくばワールドフットサル2017の開催
　・外国人のための相談室事業
　・医療通訳ボランティア育成・派遣

・つくばワールドフットサルにおいて、運営方法及び広報
手法の見直しにより外国人参加率が19.4％から29.3％
まで向上した。
・市国際交流協会事業の医療通訳ボランティア派遣事
業において、これまでの周知活動等により件数が3倍近
くにまで急増した。
H28：33件→H29：94件

・市職員にアンケートを行ったところ、市国際交流協会の
認知度が、半数程度と向上しないため、当協会活動の
紹介を今後も積極的にＰＲしていく必要がある。
・つくばワールドフットサルにおける外国人参加者を安定
して確保する必要がある。

成
果

課
題

協会会報の区会配布や市ホームページによるＰＲ活動
だけでなく，協会主催事業のプレスリリースを積極的に
行い，協会の認知度アップとともに賛助会員の増員を図
る。

活
動
実
績

・4/1市国際交流協会へ補助金交付
　協会各事業への連携・協力を行った。
　医療通訳ボランティア派遣依頼件数94件（H28は33件）
・11/11つくばワールドフットサル2017を開催。参加者総
数492人うち外国人参加は21か国144人
・H30/1/17国際情勢講演会開催

改
善
目
標



予算事業別事務事業評価シート【対象年度：Ｈ29年度～Ｈ30年度】

個別計画

H30
環境
関連
性

-

- -

-

- -

中：適切な費用対効果が得られている 効率性 -

-

有効性 有効性

事業の
進捗状況

達成
改善目標の
進捗状況

達成

H29
環境
関連
性

4Ⅰ

改
善
目
標

外国語広報紙にベトナム語、インドネシア語を追加し、８
言語で発行する。

- - - -

- - - -

- - - -

Ⅲ 1 6 国際化の推進

-

戦略プラン

総合戦略

250件 350件 350件 350件

中：適切な成果が得られている

国際化の推進3

H29年度決算

部等名 課等名 係等名 会計

470件 434件 649件 -

市長公約 -

要
す
る
経
費
全
体

事業実施コスト H28年度決算

ISO
14001

評
価

評
価

Ｈ31年度
の方向性

市民部 国際交流室

内
訳

正
職
員

従事
割合

7,724千円 5,742千円 5,813千円

0.80人 0.80人

150.00時間

-

13,747千円 13,108千円 12,506千円

事業の
進捗状況

-
改善目標の
進捗状況

- 01 03 01 10 19 国際化の推進に要する経費

事
業
計
画

・来庁した外国人の通訳及び案内
・市が発信する文書や冊子等の翻訳
・多言語版ホ-ムペ-ジに韓国語を追加
・市が携わる国際交流事業に係る調整及び通訳・翻訳
・留学生交流員を委嘱し、8か国語の外国語広報紙を発
行
・国際理解講座の実施

H28年度決算 H29年度決算

総事業コスト 68,678千円 70,408千円 67,090千円

Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ32年度

実績 349件

その他の指標 -

Ｈ29年度 Ｈ30年度

改
善
目
標

昨年度に続き、人事課主催の「外国語コミュニケーショ
ン講座」に協力し、その国や地域の言語だけでなく文化
や慣習、考え方を理解した上で、窓口として手続きがで
きるよう、窓口の対応を向上させる。

0千円

地方債 0千円 0千円 0千円

H30年度当初 H31年度当初

事業実施
コスト

H31年度当初

款
0千円

総人件費 23,358千円 22,021千円 18,503千円

指標種別 活動結果指標

指標の概要 庁内における通訳業務対応件数（英語のみ）
目標値

Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度

48,587千円総事業費 45,320千円 48,387千円

事務事業名 02 国際交流員・留学生交流員事業
指標名 通訳対応件数

項 目 事業 予算事業名

事
業
の
目
的

　外国人が生活する上で、言語や社会制度の違
いから生じる不便・不安を軽減するとともに、日本
人市民の国際理解を深め国際社会適応力の育
成を図るため。

一般財源

時間外
勤務

成
果

英語が堪能な正職員が増えたことと相まって通訳対応
能力が向上したこと及び窓口担当職員向けの外国人対
応研修を実施したことにより外国人へのサービス向上が
図れた。

上
半
期
成
果

事
業
計
画

・来庁した外国人の通訳及び案内
・市が発信する文書や冊子等の翻訳
・多言語版ホ-ムペ-ジの運用
・市が携わる国際交流事業に係る調整及び通訳・翻訳
・留学生交流員を委嘱し，6か国語の外国語広報紙を発
行
・国際理解講座の実施

事
業
の
概
要

・来庁した外国人の通訳及び案内を行う。
・市が発行する文書や冊子等の翻訳を行う。
・市が携わる国際交流事業に係る調整及び通訳・
翻訳を行う。
・留学生交流員を委嘱し、6か国語の外国語広報
紙を発行する。
・青少年の国際感覚の醸成のため国際理解講座
を実施する

Ｈ
31
年
度
当
初
積
算
根
拠

-課
題

・急増するベトナム人、インドネシア人への情報伝達手
段を確保する必要がある。

課
題

H30年度当初

22.00時間 50.00時間

臨時職員等

6,023千円 7,366千円

1.00人

有 有 無

6,023千円 7,366千円 6,693千円

0千円 0千円

0千円

国庫支出金

0千円 0千円県支出金 0千円 0千円

350件 350件 350件

0千円

0千円

- 理由 －

-
事業コスト
（Ａ＋Ｂ）

0千円 0千円 0千円 0千円

6,693千円 0千円

人件費（Ｂ）

総合評価 Ｂ：成果・費用対効果の向上に努めつつ継続実施 総合評価 -

-

効率性

つくば市グローバル化基本指針
事業費（Ａ）

内
訳

根拠法令等 つくば市嘱託員設置規則

活
動
実
績

・来庁における通訳件数：英語649件/中国語85件
・翻訳依頼件数：英語60件/中国語11件
・多言語版ホ-ムペ-ジを随時運用
・留学生交流員を委嘱し、6か国語の外国語広報紙を
15、546部発行（6言語の年間総合計）
・国際理解講座を23講座実施
・人事課人材育成係と共催で窓口職員を対象に外国人
対応研修を開催

上
半
期
活
動
実
績

-

事業分類 Ａ　任意的事業
その他特財

執行体制 職員のみ



予算事業別事務事業評価シート【対象年度：Ｈ29年度～Ｈ30年度】 事業実施コスト H28年度決算 H29年度決算 H30年度当初 H31年度当初

総事業費 45,320千円 48,387千円 48,587千円 0千円

Ｈ31年度
の方向性

- 理由 －

-
改善目標の
進捗状況

中：適切な費用対効果が得られている

-課
題

-

効率性
評
価

中：適切な成果が得られている

効率性 -

総合評価 Ｂ：成果・費用対効果の向上に努めつつ継続実施 総合評価 -

有効性

事業の
進捗状況

達成
改善目標の
進捗状況

達成
事業の

進捗状況

0千円

4,000千円 4,000千円 4,000千円 0千円

737千円

従事
割合

0.20人 0.10人 0.10人

0.00時間

有効性

1,466千円 711千円

地方債 0千円 0千円

-

0.00時間 10.00時間

無 無 無

5,466千円 4,711千円 4,737千円

評
価

- -

0千円 0千円

県支出金 0千円 0千円 0千円 0千円

事
業
計
画

国際バカロレア又はこれに準ずる国際基準の認定を受
けた学校の当該教育プログラムに係る経費に対し、補
助金を交付する。

事
業
計
画

・国際バカロレア又はこれに準ずる国際基準の認定を受
けた学校の当該教育プログラムに係る経費に対し、補
助金を交付する。
・上記の学校の体育施設の先行予約や減免の可能性を
探ると共に、可能な場合は室内の内規を作成する。

事業実施
コスト

H28年度決算 H29年度決算 H30年度当初 H31年度当初

4,000千円 4,000千円 4,000千円 0千円

0千円 0千円

活
動
実
績

・4/1平成29年度国際化教育事業補助金交付要項を制
定
・補助対象校であるつくばインターナショナルスクール
（TIS）に400万円の補助金を交付
・TISの生徒数が160人から234人に増加した。
・国内のインターナショナルスクール６校の、国や地方自
治体等からの支援状況を確認した。

上
半
期
活
動
実
績

-

その他特財 0千円 0千円 0千円

戦略プラン

その他の指標 -
総合戦略

- - - - 実績 129人 153人 160人 234人 -

Ⅲ 1 6 国際化の推進
Ｈ29年度 Ｈ30年度

改
善
目
標

引き続き、国際バカロレアに対する支援の在り方を検討
する。

改
善
目
標

補助金以外の支援方法として、体育施設の優先予約や
減免の可能性を探る。

- - - -

- -

目標値
Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ32年度

Ⅰ 4 3 国際化の推進 120人 130人 150人 160人 170人 180人 190人

市民部 国際交流室 - 01 03 01 10 19 国際化の推進に要する経費 総事業コスト 68,678千円 70,408千円 67,090千円

部等名 課等名 係等名 会計 款 項 目 事業 予算事業名

要
す
る
経
費
全
体

個別計画 つくば市グローバル化基本指針

ISO
14001

H29
環境
関連
性

- - -

-

H30
環境
関連
性

- -

-

Ｅ　補助金・負担金事業
執行体制 補助金（間接）

0千円 0千円

23,358千円 22,021千円 18,503千円

補助対象となっている学校の児童・生徒総数（各年度
8月1日）

市長公約 -

事業費（Ａ）

総人件費

事務事業名 03 国際化教育支援事業
指標名 補助対象学校の児童・生徒数 指標種別 成果指標

指標の概要

事
業
の
目
的

国際基準の認定を受けている市内の各種学校
（日本において学校教育法に基づいて、「学校教
育法の第1条に規定される学校」以外で、学校教
育に類する教育を行うもので、所定の要件を満た
す教育施設のこと）を支援することで、市の国際
化教育の環境の充実を図るとともに、外国の優秀
な研究者の招致を容易にするため。

一般財源

人件費（Ｂ）

内
訳

正
職
員 時間外

勤務

成
果

・補助金により学校運営の安定の一助となり、対象校の
生徒数増加にも貢献でき、グローバルな人材の育成を
推進することができた。

上
半
期
成
果

-
事
業
の
概
要

国際バカロレア又はこれに準ずる国際基準の認
定を受けた学校の当該教育プログラムに係る経
費に対し、補助金を支出する。

臨時職員等

事業コスト
（Ａ＋Ｂ）

Ｈ
31
年
度
当
初
積
算
根
拠

補助金以外の支援についても検討する必要がある。
課
題

-

内
訳

根拠法令等 つくば市国際化教育事業補助金交付要項

事業分類

国庫支出金



予算事業別事務事業評価シート【対象年度：Ｈ29年度～Ｈ30年度】

事
業
計
画

・中国深圳市との総体的な交流の継続（訪問団受入れ、
中国ハイテクフェアへの出展）
・ 深圳大学への本市としての推薦者の決定
・韓国テジョン市との青少年交流
・ミルピタス市との高校生交互交流
・グルノーブル市との姉妹都市提携5周年事業
・アーバイン市・ケンブリッジ市の交流の窓口となる人物
又は部署を探る。

上
半
期
活
動
実
績

-

Ｈ31年度
の方向性

- 理由 －

40.00時間 60.00時間

無 無 無

9,583千円 6,964千円 8,668千円

0千円 0千円

評
価

中：適切な成果が得られている

評
価

-

効率性 中：適切な費用対効果が得られている 効率性 -

総合評価 Ｂ：成果・費用対効果の向上に努めつつ継続実施 総合評価 -

有効性

事業の
進捗状況

達成
改善目標の
進捗状況

達成
事業の

進捗状況
-

改善目標の
進捗状況

課
題

活
動
実
績

・深圳市との相互交流を実施
 4/18-19 深圳市人民代表大会来市
 9/22 深圳市副市長来市
 11/14-16 深圳市への市長・副市長訪問
 深圳ユニバーシアード留学基金会を通じて、 市民を深
圳大学に派遣し、奨学金を支給することが決定し、希望
者を募集。
・グルノーブル市短編映画祭につくッペグランプリ作品の
監督が出席
・ミルピタス市との高校生相互の手紙・美術作品交流に
８人が参加
・テジョン市との青少年交流に13人が参加（協会事業）

0千円 0千円

1,859千円 1,177千円 2,830千円 0千円

5,838千円

従事
割合

1.00人 0.80人 0.80人

150.00時間

有効性

7,724千円 5,787千円

-

臨時職員等

事業コスト
（Ａ＋Ｂ）

Ｈ
31
年
度
当
初
積
算
根
拠

-本市の姉妹都市等との交流について、イベント等を通じ
て市民に対しＰＲし、市民の認知度や理解度を向上させ
ていく必要がある。

課
題

-

0千円 0千円 0千円 0千円

県支出金 0千円 0千円 0千円 0千円

事業実施
コスト

H28年度決算 H29年度決算 H30年度当初 H31年度当初

1,859千円 1,177千円 2,830千円 0千円

0千円 0千円

その他特財 0千円 0千円

その他の指標 -

- - - - 実績 53人 16人 68人 61人 -

- - - -
Ｈ29年度 Ｈ30年度

改
善
目
標

米国，仏国の姉妹都市との新たな交流を見出す。

改
善
目
標

本市の姉妹都市等との交流について各イベントや事業
等を通じて、市民に対しＰＲし、市民の認知度や理解度
を向上させ、友好関係を深める一助とする。

- - -

指標名 姉妹都市・友好都市交流事業の参加者数 指標種別 成果指標

指標の概要
姉妹都市・友好都市交流事業に係る、つくば市側の
直接的な参加者数

目標値
Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ32年度

- - - - 50人 60人 60人 60人 60人 60人 60人

総人件費 23,358千円 22,021千円 18,503千円

市民部 国際交流室 - 01 03 01 10 19 国際化の推進に要する経費 総事業コスト 68,678千円 70,408千円 67,090千円

部等名 課等名 係等名 会計 款 項 目 事業 予算事業名

要
す
る
経
費
全
体

事業実施コスト H31年度当初

総事業費 45,320千円 48,387千円 48,587千円 0千円

H28年度決算 H29年度決算 H30年度当初

ISO
14001

H29
環境
関連
性

- - -

-

H30
環境
関連
性

- -

-

事務事業名 04 姉妹・友好都市交流事業

戦略プラン

総合戦略

・教育・文化・経済面で交流する
・訪問団の派遣、受入れを行う
・相互の行政視察を行う

-

- - - -

市長公約 -

事業費（Ａ）

内
訳

根拠法令等 -

事業分類 Ａ　任意的事業
執行体制 職員のみ

事
業
の
目
的

教育や文化、経済交流など、姉妹・友好都市を含
む海外都市との交流を推進することで、つくば市
の特性をいかした事業展開を図るため。

一般財源

人件費（Ｂ）

内
訳

正
職
員 時間外

勤務

成
果

・米国、中国、仏国、韓国の姉妹都市、友好都市等との
交流を通じ、相互理解が進み、友好関係を深めることが
できた。

上
半
期
成
果

-
事
業
の
概
要

個別計画 つくば市グローバル化基本指針
国庫支出金

地方債

事
業
計
画

・中国深圳市との総体的な交流の継続（訪問団受入れ、
市議会相互の覚書締結、市内大学生の留学生交流、中
国ハイテクフェアへの出展）
・韓国テジョン市との青少年交流
・ミルピタス市との高校生相互による文通及び文化交流



予算事業別事務事業評価シート【対象年度：Ｈ29年度～Ｈ30年度】

Ｈ31年度
の方向性

- 理由 －

71.00時間 0.00時間

- 無 -臨時職員等

事業コスト
（Ａ＋Ｂ）

0千円 4,677千円 0千円

Ｈ
31
年
度
当
初
積
算
根
拠

-

0千円 0千円

評
価

【終了】中：適切な成果が得られている

評
価

-

効率性
【終了】中：適切な費用対効果が得られてい
る

効率性 -

総合評価 ―：事業の終了 総合評価 -

有効性

事業の
進捗状況

達成
改善目標の
進捗状況

達成
事業の

進捗状況
-

改善目標の
進捗状況

課
題

0千円

0千円 943千円 0千円 0千円

0千円

従事
割合

0.00人 0.50人 0.00人

0.00時間

有効性

0千円 3,734千円

-

-
課
題

-

0千円 0千円 0千円 0千円

県支出金 0千円 0千円 0千円 0千円

事
業
計
画

・市内高校生への参加呼びかけ
・関係機関と調整
・広報紙、ホームページ等で広報

事
業
計
画

-

事業実施
コスト

H28年度決算 H29年度決算 H30年度当初 H31年度当初

0千円 943千円 0千円 0千円

0千円 0千円

活
動
実
績

・大会開催までに県警他関係機関・団体と事前調整を実
施
・6/16-17 高円宮妃殿下のお成り
・6/17 弁論大会開催。一般観覧者約450人
・6/18 筑波山麓で交流会を開催

上
半
期
活
動
実
績

-

その他特財 0千円 0千円 0千円

- - - - 実績 - - - 450人 -

- - - -
Ｈ29年度 Ｈ30年度

改
善
目
標

目標達成のため、早く広く周知し、観客数増加を目指
す。

改
善
目
標

-
- - - -

- - - -

事務事業名 05 第58回外国人による日本語弁論大会
指標名 弁論大会の観客数 指標種別 成果指標

指標の概要

弁論大会の観客数

ノバホール座席数の約7割
（1階席679席-未使用席92席）×0.7目標値

Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ32年度

- - - - - - - 410人 - - -
戦略プラン

その他の指標 -
総合戦略

総人件費 23,358千円 22,021千円 18,503千円

市民部 国際交流室 - 01 03 01 10 19 国際化の推進に要する経費 総事業コスト 68,678千円 70,408千円 67,090千円

部等名 課等名 係等名 会計 款 項 目 事業 予算事業名

要
す
る
経
費
全
体

事業実施コスト H28年度決算 H29年度決算 H30年度当初 H31年度当初

総事業費 45,320千円 48,387千円 48,587千円 0千円

個別計画 つくば市グローバル化基本指針

ISO
14001

H29
環境
関連
性

- - -

-

H30
環境
関連
性

- -

-

事
業
の
概
要

平成29年6月17日、ノバホールで開催決定。
主催：(一財)国際教育振興会、国際交流基金
（ジャパンファウンデーション）、つくば市
後援：外務省、文化庁、NHKほか

市長公約 -

事業費（Ａ）

内
訳

根拠法令等 -

事業分類 Ａ　任意的事業
執行体制 -

事
業
の
目
的

急速にグローバル化が進む現在、国籍や文化の
違いについて意見交換を行いながら、相互理解
を深めることが大切である。
日本の社会や文化に日頃から深く接している世
界各国の人々に、日本語でスピーチをする機会を
提供することは、聞く人や発表者本人に対して新
たな視点を与えてくれる好機となるため。

一般財源

人件費（Ｂ）

内
訳

正
職
員 時間外

勤務

成
果

・一般観覧者が目標を上回り、より多くの市民に多文化
共生への意識啓発を図ることができた。
・NHK Eテレで大会の模様が放映され、国際都市つくば
をアピールすることができた。

上
半
期
成
果

-

国庫支出金

地方債


